








2.1 When charging, the LED indicator will light up in red, and the indicator light goes out after the charging is 
completed(As shown below). Please charge it before using it for the first time.











Battery detection & low battery automatic reminder function
FX8 AIR has the power detection function. When the device is turned on, short press the 
"Previous" button and the "Next" button at the same time.
Power over 90%, the voice will prompt: "beep...beep...beep".
Power over 50%, the voice will prompt: "beep...beep ".
Power lower than 50%, the voice will prompt:"beep...".
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The headset is connected to 2 mobile phones at the same time
Answer an incoming call: When talking with the first mobile phone, if there is an incoming call from the
 

Hangup call: To end the call, short press the multi-function button. 
Reject incoming call: When there is an incoming call from the second mobile phone during a call, press
 

 second mobile phone, quickly press the multi-function button once to end the first mobile phone, and
 press the multi-function button again to answer the second mobile phone.

 and hold the multi-function button for 2 seconds to reject the second call.

*Automatic answering calls :the voice prompt "beep...beep"
*Manual answering calls :the voice prompt "beep...”







（The voice prompt "beep...beep...beep"）



When device is on, press and hold the multi-function button for about 6 seconds, the red and blue indicator lights
flash alternately quickly, enter the pairing search mode, and the voice prompt "beep...beep". The passive pairing 
mode is used to connect to Bluetooth devices such as mobile phones and GPS.

When device is on, press and hold the intercom button for about 6 seconds, the red and blue indicator lights flash 
alternately slowly, enter the active search mode, and the voice prompt  "beep...". Active search mode is used for 
the intercom function connection between 





This device complies with Part 15 of the FCC Rules. Operation is subject to the following two
conditions: (1) this device may not cause harmful interference, and (2) this device must accept
any interference received, including interference that may cause undesired operation

NOTE: This equipment has been tested and found to comply with the limits for a Class B digital
device, pursuant to Part 15 of the FCC Rules. These limits are designed to provide reasonable
protection against harmful interference in a residential installation. This equipment generates,
uses and can radiate radio frequency energy and, if not installed and used in accordance with the
instructions, may cause harmful interference to radio communications. However, there is no
guarantee that
interference will not occur in a particular installation.
If this equipment does cause harmful interference to radio or television reception, which can be
determined by turning the equipment off and on, the user is encouraged to try to correct the
interference by one or more of the following measures:
-- Reorient or relocate the receiving antenna.
-- Increase the separation between the equipment and receiver.
-- Connect the equipment into an outlet on a circuit different from that to which the receiver is
connected.
-- Consult the dealer or an experienced radio/TV technician for help.

Warning: changes or modifications not expressly approved by the party responsible for
compliance could void the user's authority to operate the equipment

The devices has been evaluated to meet general RF exposure requirement， the device can be
used in portable exposure condition without estriction











FX8 AIR can not pair with three devices at same time.

6.3 FX8 AIR can connect up to 2 devices.













マニュアル

アウトドアスポーツにフォーカス



アウトドアスポーツにフォーカス
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USBケーブル

ワイヤマイク 2.5mm〜3.5mmオーディオケーブル 取り付けベース メタルクリップ

マジックテープ

3M両面テープ

取り付け用ゴム EVAベルクロ マニュアル

1.パッケージ内容

スピーカー＆アームマイク



充電ポート

2.充電：
2.1充電中はLEDインジケーターが赤く点灯し、充電が完了するとインジケーターライトが消灯します。
（下の通り）初めて使用される場合は、充電してからご使用ください。
2.2 5V/1A±0.5Aの認定充電器をご使用ください。不安定な電流はデバイスを損害する可能性があります。
2.3 長期間使用されない場合は、最低でも2ヶ月に1回は充電してください。



3.取り付け＆取り外し
3.1 スピーカーの取り付け 

備考1：マイクはできるだけ口元まで近づけてください。スピーカーはできるだけ耳に近い位置に設置してください。スピーカーの設置位置が深すぎ
れば、耳から遠い場合は、付属のスポンジを上げる場合があります。

1.ヘルメットの耳の位置に内側の裏地を
開き、マジックテープをリングの位置に固
定します

２．ヘッドセットをベルクロに取り付け、
リングの位置に固定します。 （短いコー
ドスピーカーは左側にあります）

3.ヘルメットの左側のマイクとマジック
テープを適切な位置を固定し、マイクが
口のほうを向くよう、内装後ろ側に配線
を通します。
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3.2 取り付けベースで固定する

1.ベースとメタルクリップを組み立てます。

3. インカム本体を取り付ける：ホストの下部にある隆起したバック
ルをベースの溝に挿入してください。ベースの上のバックルがホス
トの上の溝にバックルするように、ホストをベースに押し込んでくだ
さい。

4.　マイクとイヤホンの接続線を差し込んで、取り付け完了
です。

2.ベースを適切な位置に取り付けます切な位置に取

+

押し込む
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3.3デバイスを取り外す

1.取り付けベースを引き抜きます。 2.上部のベースバックルを押して、デバイスを上に移動させ、
取り外します。

引き上げます
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4.ボタンと基本機能の操作
4.1各部分の名称/ボタン 

 
 

パワーオン/オフ

各部分の名称/ボタン
1.インターコム                   
2.前                        
3.次                     
4.LEDインジケーター               
5.多機能（ボリューム+/-）            
6.モード              
7.MINIポート（イヤホン）       
8.タイプ-Cポート（充電）     
9. Auxポート        

約3秒間

AIRAIR

AIR
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パワーオン:「FODSPORTS Bluetoothコミュニケーションシステムへようこそ」という音声メッセージが聞こえるまで、インターコムボタンと多機
能ボタンを同時に約3秒間押し続けます。

パワーオフ:「パワーオフ」という音声メッセージが聞こえるまで、インターコムボタンと多機能ボタンを同時に約3秒間押し続けます。

バッテリー検出＆自動的な低電力通知機能
FX8 AIRには電源検出機能があり、デバイスがオンになっている時、「前」と「次」のボタンを同時に短く押すと、次の音声メッセージが表示さ
れます：
バッテリー残量は90%以上：「ドゥー、ドゥー、ドゥー」
バッテリー残量は50%以上：「ドゥー、ドゥー」
バッテリー残量が50%以下：「ドゥー」

低電力通知
バッテリー残量が20％以下の場合、「バッテリー残量が20%以下です。充電してください」とい音声メッセージがが聞こえます。
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バッテリー残量が10％以下の場合、多機能ボタンの赤ランプが点滅し、「バッテリー残量が10%以下です。まもなくパワーオフにします。すぐに充電してくだ
さい」という音声メッセージが聞こえます。

携帯電話
電話に応答する：多機能ボタンを短く押します。
電話を切る：多機能ボタンを短く押します。
通話を拒否する：多機能ボタンを2秒間長押しします。
リダイアル：多機能ボタンを2回短く押します。
音量を上げる：多機能ボタンを時計回りに回します。
音量を下げる：多機能ボタンを反時計回りに回します。
手動/自動応答切り替え：待機中に「インターコム」、「前」と「次」のボタンを同時に5秒間長押ししてください。（初期設定：自動的に着信に応
答する）
*自動的電話応答：「ドゥー、ドゥー」という音声メッセージが表示されます。
*手動的電話応答：「ドゥー」という音声メッセージが表示されます。

本機は同時に２台スマホと接続します。
着信に応答する：１番目の携帯電話と通話する時に、2番目の携帯電話から着信がある場合は、多機能ボタンを素早く一回押すと、一番目の携帯電話と
の通話を終了します。多機能ボタンをもう一回押すと、二番目の携帯電話と通話できます。

電話を切る：通話中の電話を終了するには、多機能ボタンを短く押します。

電話を拒否する：通話中に２番目の携帯電話から着信がある場合は、多機能ボタンを2秒間を押し続けて、２番目の携帯電話の着信を拒否します。

━ 9 ━



音声コマンド

携帯電話とペアリングした後、「モード」ボタンを短く押すと音声コマンドを有効にします。携帯電話は音声コマンド機能が付くのは必要です。
*携帯電話に音声コマンド機能が備わっている必要があります。*

音楽機能
再生する：多機能ボタンを短く押します。
一時停止する：多機能ボタンを短く押します。
音量を上げる：多機能ボタンを時計回りに回します。
音量を下げる：多機能ボタンを反時計回りに回します。
前の曲を再生する：『前』ボタンを短く押します。
次の曲を再生する：『次』ボタンを短く押します。
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モードボタンを短く押す 自動的に携帯電話の音声入力
機能を開きます

AIR



EQ音声選択
音楽再生状態で、EQ効果音選択ボタン（モードボタン）を短く押すと、様々な種類の曲を聴く時に、異なる効果音を切り替えることができます。
*HIFIベース　　　　　　　　　      対応する音声：低音ブースト
*人気のゴールデンクラシック　　 対応する音声：中音ブースト
* 純粋な人声　         　　　　             対応する音声：高音ブースト 　

APTX HDオーディオ
携帯電話の曲を再生するフォーマット設定でAPTXフォーマットを選択すると、曲を再生する時にHiFi品質の効果音を楽しむことができます（携帯電話はAPTXフォー
マット再生に対応している必要があります）

インターコム機能
インターコムをオンにする：インターコムボタンを短く押します。
インターコムをオフにする：インターコムボタンを短く押します。
音量を上げる：多機能ボタンを時計回りに回します。
音量を下げる：多機能ボタンを反時計回りに回します。

FM機能
FMオン：「次」ボタンを3秒間長押しします。 
FMオフ：「次」ボタンを3秒間長押しします。
音量を上げる：多機能ボタンを時計回りに回します。
音量を下げる：多機能ボタンを反時計回りに回します。

選局：前/次ボタンを短く押します。
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メモリをクリアする

ペアリングメモリーをクリアする：FX8 AIRは他のデバイスとのペアリングメモリーを手動でクリアできます。 デバイスがスタン
バイ状態で、「多機能」ボタンと「前」ボタンを同時に約5秒間押すと、赤と青のライトが同時に点滅し、ペアリングメモリーのク
リアが完了します。（「ドゥー、ドゥー、ドゥー」という音声メッセージが表示されます）

5.デバイスのペアリングと接続
5.1ペアリングモード
5.1.1ペアリングモード

AIR

3秒間押し
続けます

AIRAIR
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デバイスがオンの状態で、多機能ボタンを約6秒間長押しし、赤と青のライトが素早く点滅し、ペアリングモードに入り、音声メッセージ「ドゥ
ー、ドゥー」が聞こえます。ペアリングモードは携帯電話やGPSなどのBluetoothデバイスに接続することに適用されます。

5.1.2検索モード

デバイスがオンの状態で、インターコムボタンを約6秒間を長押しし、赤と青のインジケーターライトがゆっくり点滅し、検索モードに入り、音
声メッセージ「ドゥー」が聞こえます。検索モード機能はFX8 AIRデバイス間に適用されます。

5.2 (A)FX8 AIR と(B)FX8 AIR を接続する。

3秒間押し
続けます

AIRAIR

A B

AIRAIR

Intercom
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A FX8 AIRは検索モード（５.1.2を参照）、B FX8 AIRはペアリングモード（5.1.1を参照）にあり、A FX8 AIRとB FX8 AIRは赤と青のライトに交互に点
滅する状態から、多機能ボタンとインターコムボタンが青のライトに同時に点滅する状態に変わると、正常に接続されたことになります。

5.3携帯電話とペアリング
ステップ1．デバイスがオンの状態で、多機能ボタンを長押しして、赤と青のライトが素早く点滅し、ペアリングモード（5.1.1を参照）に入ります。

ステップ2. 携帯電話のBluetoothをオンにし、「FX8 AIR」を選択し、ペアリングが完了します。「デバイスの接続に成功しました」という音声メッセ
ージを通知します。
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5.4  2つの携帯電話と接続する

ステップ1. 1台目の携帯電話と接続します（5.3を参照）
ステップ2. 多機能ボタンを長押しし、FX8 AIRはペアリングモードに入り、2台目の携帯電話と接続します（5.3参照）
お知らせ：FX8 AIRは、2台の携帯電話と接続することができますが、オーディオインプットについては1台しかサポートされていません。
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5.5有線接続

FX8 AIRは標準の2.5〜3.5mm AUXオーディオケーブルを介して、ラジオ、GPSナビゲーター、スピードメーター、音楽プレーヤーなどのオーディオ出力
デバイスに接続できます。

ウォーキートーキー機器の有線接続が必要な場合は、ケーブルを購入する必要があります。                                                  
お知らせ：有線オーディオケーブル機能はスタンバイモード状態のみ使用できます。
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GPS

スピード検知器

音楽プレイヤー

AIR

ウォーキートーキー
（含まない）

AIR



6.ペアリング接続
6.1例：ライダーAはインターコムのためにライダーBと接続します。その後、Aは2つのBluetoothデバイスと1つの有線機器と接続し、B
は1つのBluetoothデバイス（以下の通り）を接続します。

ステップ1：A FX8 AIRとB FX8 AIRを接続します（5.2を参照）。
ステップ2：AまたはBのインターコムボタンを1回短く押し、インターコムの接続を切断します。
ステップ3：2台の携帯電話とAを接続します（5.4を参照）
ステップ4：2.5mmから3.5mmのAUXオーディオケーブルを使用して、Aを1つのオーディオデバイスと接続します。
ステップ5：1台の携帯電話（Bluetoothデバイス）とBを接続します。
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ステップ6：AまたはBのインターコムボタンを短く押し、インターコムの接続が復帰します。
お知らせ：AまたはBが携帯電話（Bluetoothデバイス）のオーディオ機能を使用する必要がある場合は、インターコムの接続を切断する必要が
あります。

備考2：インターコムの中断と再接続：
2人のインターコム状態で、携帯電話がかかってくると自動的にインターコムが切断され、通話が終了するとインターコム状態が自動的に接続さ
れます。 距離や信号不良などで中断した場合は、インターコムボタンをクリックしてインターコム状態に戻してください。

6.2.メモリ接続機能
FX8 AIRはペアリングされたデバイスの記憶あります。再度使用する場合は、以下の手順に従ってください。
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FX8 AIRは3台ブルートゥースデバイスと同時に接続できません。

6.3FX8 AIRは2台ブルートゥースデバイスと同時に接続できます。

ステップ1. ユニット（A、B）と、ヘッドセットに接続されたすべてのBluetoothデバイス（携帯電話やGPS）の電源を切ります（ペアリングに影響を及ぼす
ため）。
ステップ2.ユニットAとBが電源を入れ、ユニットAインターコムボタンを押すと、AとBが正常に接続されます。
ステップ3.　2台のユニットが再接続された後、元々接続されていたBluetoothデバイス（携帯電話やGPS）の電源を入れてください。

選局：前/次ボタンを短く押します。
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7.技術仕
ブルートゥースサポート :HSP,HFP,A2DP,AVRCP, AGHSP
バッテリー：リチウム電池,900mA, 3.7v
サイズ: 8.9cm * 4.5cm * 2.8cm
重量: 50G,  100G(ヘッドフォン & マイク　キッズ)
周波数範囲：2.4G-2.485G
動作温度：-20℃-50℃
取り済み認証：CE  FCC  ROHS  BQB TELEC
USBアダプタ標準充電電圧：DC 5V±0.2V
USBアダプタ標準充電電流：DC 1A±0.5A
充電時間：2-3 時間

8. Q&A/警告
Q1:サイドスピーカーの片方または両方から音が出ません。
A1:デバイスのプラグがしっかり接続していることを確認してください。
Q2:自転車に乗っている間にバイク用USB充電器から充電できますか？
A2:1.お薦めしません。不安定な電源は内部回路に損傷を与える可能性があり、充電できなかったり、完全に充電できなかったり、電源を入れることがで
きなくなる可能性があります。
   2.充電バンクは利用可能です。
Q3:ラジオ利用中に送信できなかったり、送信を続けることができません。
A3:2.5mmのピンがしっかりと入っていることを確認してください。ピンは防水カバーが付いているため、挿入されているように見えることがあります。
Q4:新しいデバイスの電源が入りません。
A4:使用前に少なくとも30分充電してください。
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*警告
音量の注意。長時間大音量で使用すると聴覚を損傷する可能性があります。
分解または修正。
FX8 AIRは工場で正確に作られています。分解や修正はデバイスを損傷する可能性があります。保証に必要なため、デバイスから安全規制やシリアル・
ステッカーを外さないでください。何か必要な場合は当社に直接ご連絡ください。

9.声明/保証
9.1 FCC声明
法令に担当する当事者によって認められない変更や修正は、ユーザーが本機器を使用する権限を無効にする可能性があります。

本機器はテスト済みで、FCC規定第15に基づくクラスBデジタルデバイスの制限に準拠していることが確認済みです。これらの制限は家庭での設置にお
いて、有害な干渉からの適切な保護を提供するものです。本機器は無線周波数エネルギーを使用・発生するため、指示に従わない設置や使用は無線通
信に有害な干渉を起こす可能性があります。
しかし、特定の設置によって干渉が起こらないことは保証できません。本機器がラジオやテレビの受信に有害な干渉を起こした場合は、本機器の電源
を切って再度入れることで確認でき、干渉を以下の方法で修正することをお薦めします。
—受信アンテナの方向や位置を変える。
—本機器と受信機の間の距離を開ける。
—受信機が接続されている回路とは異なるコンセントに本機器を接続する。
—販売先または経験豊富なラジオ/テレビ技術者に問い合わせる。

本機器はFCC規定第15に準拠しています。操作には次の2つの条件が適用されます。(1)本機器は有害な干渉を起こさない可能性があり、(2)本機器は
望ましくない操作によって起こる干渉を含む、いかなる受信された干渉をも受け入れる必要があります。
本機器は評価済みで、一般的なRF暴露の要件を満たします。本機器は制限なしでポータブルで暴露された状態での使用が可能です。
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9.2 保証
通常の使用のみ。購入の日付から1年間の保証。分解や修正がある場合は保証は無効になります。

アフターサービス
品質の問題やアクセサリーの欠品、特に2台以上のFX8 AIRヘッドセット間のペアリング問題については、お気軽にメール（
winzon.cs@outlook.com）にてお問い合わせください。私たちは常にサポートを提供しており、24時間以内にご返信いたし
ます。

保証カード
作成日付
購入日付
販売先の名前
アイテム番号

顧客氏名
顧客の電話番号
顧客のメールアドレス
コメント
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https://community.fodsports.com/support/fx8-air-user-manual/

User Manual Download
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